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いちご、だ～い好き



現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

３ページ～   （特集）「いのち」を救うために

10ページ～ シリーズ

13ページ まちのわだい

1４ページ～ おおずニュース

16ページ～ おしらせ

２5ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド

２₈ページ  がんばるひと
　　　　　　　 （大洲旬を愛する会）

税　　　別 ２月 ３月 ４月 ５月

市 県 民 税 ５期

固 定 資 産 税 １期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 ８期 ９期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

２月の納税など　納期限は 3月 2日㈪です。

人の動き（先月比）

人口　　　46,311人　（－41）
　男　　22,046人　（－26）
　女　　24,265人　（－15）
世帯数　20,276世帯（－ 7 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　164件（155件）
　死者　    4人（  1  人） 
　負傷者　205人（188人）

picture 写真

（2014年12月末現在）

　昨年12月11日㈭に徳
田いちご園で行われ
た、肱北保育所いちご
狩り体験会と、26日㈮
に川本いちご園で行わ
れた、菅田保育所いち
ご狩り体験会を取材し
ました。
　体験会では、児童た
ちが、赤く色づいた大
きないちごを口いっぱ
いにほおばり、一足早
くいちご狩りを楽しん
でいました。

　

私
は
今
、
吹
奏
楽
部
に
所
属

し
、
サ
ッ
ク
ス
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
市
内
の
地
域
行
事

で
演
奏
を
披
露
す
る
機
会
が
あ

る
の
で
、
と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
夢
は
、
医
療
保
育
士
に

な
る
こ
と
で
す
。
幼
少
の
こ
ろ

か
ら
保
育
と
看
護
の
両
方
に
興

味
が
あ
り
、
医
療
保
育
科
の
あ

る
大
学
に
通
う
先
輩
の
話
を
聞

い
た
時
に
、「
私
の
仕
事
は
こ

れ
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
大
洲

農
業
高
校
の
食
品
デ
ザ
イ
ン
科

を
選
ん
だ
の
も
、２
年
次
に「
子

ど
も
の
発
達
と
教
育
」
と
い
う

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
選
択
で
き
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
去
年
の
夏

休
み
に
は
、
岡
山
県
の
大
学
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加

し
、
実
際
に
現
場
を
見
て
さ
ら

に
夢
は
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

勉
強
や
部
活
動
に
全
力
で
取

り
組
む
こ
と
で
、
充
実
し
た
高

校
生
活
を
送
り
、
夢
に
近
づ
け

る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

今月の題字作成者
大洲北中学校 3 年（現：大洲農業高等学校 1 年）

　橋　本　春
はる

　菜
な

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子
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（特集）「いのち」を救うために

　倒れている人を見つけた時、あなたは何をしますか。そして、何ができますか。助けを求めること、
救急車を呼ぶこと、意識レベルを確認すること、胸骨圧迫（心臓マッサージ）をすることなどがあります。
　命をつなぐ行動をするために、私たちにできることを考えてみましょう。
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い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

　

昨
年
の
広
報
大
洲
９
月
号
で
、
川
で

溺
れ
た
兄
弟
を
救
助
し
た
市
職
員
に
、

消
防
本
部
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た

記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

私
た
ち
は
、
救
助
を
必
要
と
す
る
人
に

い
つ
遭
遇
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
時
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

心
停
止
状
態
で
倒
れ
た
人
を
助
け
る

た
め
に
は
、
１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。

も
し
、
倒
れ
た
人
に
な
に
も
救
命
処
置

を
し
な
け
れ
ば
、
助
か
る
可
能
性
が
５

～
６
分
間
の
経
過
で
10
数
パ
ー
セ
ン
ト

ま
で
下
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
胸
骨
圧
迫
な
ど
の
救
命
処
置
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
助
か
る
可
能
性
が

約
30
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
上
が
る
そ
う

で
す
。

　

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
︵
大

洲
消
防
署
︶
で
は
、
小
中
学
校
や
事
業

所
な
ど
で
救
命
講
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
救
命
講
習
で
は
、
胸
骨
圧
迫
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
︵
自
動
体
外
式
除
細
動
器
︶
の
使

用
法
に
つ
い
て
、
心
肺
蘇
生
法
の
流
れ

に
沿
っ
て
講
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
家
族
や
大
切
な
人
の

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
救
命
講

習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

大洲市高齢福祉課

主事　原　かほりさん

　今回、市役所で開催された救命講習を受講

しました。今回で、 3 回目の受講になります。

　私は、学生時代にボート部に所属していま

した。ボート競技では、転覆などにより水に

投げ出されることがあり、心停止のリスクが

高いため、定期的に講習を受けていました。

　受講する年により内容が少しずつ変化して

いますし、手順の確認のためにも、これから

も受講したいと思います。

心肺蘇生法の流れ

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

手順⑥

手順⑦

倒れている人の周りを確認
（安全・出血など）

反応があるか確認
　「大丈夫ですか」「分かりますか」など声
をかけながら肩をたたき、反応があるか確
認する。

119番通報・ＡＥＤの手配
　反応がないと判断したら、すぐに周りの
人を呼ぶ。119番通報とＡＥＤの手配をお
願いする。

呼吸の確認
　胸とおなかの動きを見て、呼吸をしてい
るかを確認。正常の呼吸でなければ胸骨圧
迫を開始する。

胸骨圧迫
　片方の手の手首に近い部分を胸骨に当
て、もう片方の手を重ねて組む。
　ひじを真っすぐに伸ばし、体全体で胸を
押す。 1 分間で100回以上の早さ、深さ 5
センチ以上の強さで、絶え間なく押し続け
る。（胸骨圧迫30回と人工呼吸 ２ 回が１セ
ット）

人工呼吸
　あごを軽く上げ、気道を確保する。鼻を
つまみ、口からゆっくりと息を吹き込む。

（嘔吐物などで人工呼吸が困難な場合には、
胸骨圧迫を優先する）

ＡＥＤの使用
　ＡＥＤが到着したら、電源を入れる。（体
がぬれていたら拭く。貼り薬などは剥がす）
音声ガイドの指示に従う。（パッドは心臓
を挟むように貼る。基本は右胸と左脇腹）
　電気ショックのスイッチを押す。この時

「みんな離れて」と指示し、倒れている人
に触れない。電気ショック後は直ちに胸骨
圧迫を再開する。（パッドは剥がさない）

※症状が回復しない場合は、手順⑤から⑦を繰り返す
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医
療
従
事
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

医
療
従
事
者
は
、
一
般
の
人
よ
り
も

心
停
止
状
態
に
な
っ
た
人
に
遭
遇
す
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
遭
遇
し
た
場

合
に
、
い
か
に
早
く
適
切
な
行
動
・
治

療
が
行
え
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
医
療
従
事
者
の
た
め
の

蘇
生
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て

「
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
講
習
会
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
」
と
は
、I

イ
ミ
デ
ィ
ッ
ト

m
m
ediate 

C

カ
ー
デ
ィ
ク

ardiac L

ラ
イ
フ

ife S

サ

ポ

ー

ト

upport

の
頭
文
字
を

取
っ
た
略
語
で
す
。
突
然
の
心
停
止
者

に
遭
遇
し
た
場
合
に
、
医
療
従
事
者
と

し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
を
学

習
目
標
に
、
実
技
実
習
を
中
心
に
行
わ

れ
る
講
習
会
で
す
。

　

心
停
止
は
、
医
療
機
関
の
ど
の
部
署

に
お
い
て
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
、
い

っ
た
ん
発
生
し
て
し
ま
え
ば
蘇
生
を
開

始
す
る
の
に
少
し
の
猶
予
も
あ
り
ま
せ

ん
。
心
停
止
直
後
の
処
置
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
医
療
者
が
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

参
加
し
、
全
力
で
蘇
生
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
突
然
の
心
停
止
に
対

し
て
、
最
初
の
10
分
間
の
適
切
な
チ
ー

ム
蘇
生
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

心
停
止
を
迅
速
に
認
識
す
る
こ
と
、
認

識
し
た
ら
直
ち
に
質
の
高
い
心
肺
蘇
生

を
行
う
こ
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
除
細

動
器
の
安
全
な
操
作
が
で
き
る
こ
と
、

気
道
が
確
実
に
確
保
で
き
て
い
る
か
を

判
断
で
き
る
こ
と
な
ど
の
行
動
目
標
の

達
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
市
立
大
洲
病
院
で
毎
年

講
習
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
11
月
23
日
㈰
に
、
看
護
師
11
人
、
救

急
救
命
士
１
人
の
合
計
12
人
が
参
加

し
、
技
術
の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。

喜多医師会病院

看護師　竹本　由
ゆ

美
み

さん

　今回のＩＣＬＳ講習会に参加して、自分の対応には、
まだまだ不十分な点があることを実感しました。
　勤務中に心停止の患者に遭遇し、対応したことがあ
ります。その時は数人で対応したので、一連の流れに
ついて全てを把握しきれていませんでした。
　今回の講習では、全体の流れや基本的なことから専
門的なことまで指導してもらえたので、これからの仕
事に生かしたいと思います。また、病院内では指導者
としても頑張りたいと思います。

愛媛県立中央病院
高度救命救急センター
救急科部長

小田原一
かず

哉
や

さん

　意識がなく倒れている人を発見した場合には、決し

て一人で対処しないことです。一人で行うには限界が

ありますので、必ず大きな声で助けを呼びチームで対

応することが大切です。

　みなさん勘違いしていることが多いのですが、心停

止に対してＡＥＤがあれば何とかなると思っています。

しかし、きちんと胸骨圧迫をしてからＡＥＤの処置を

しなければ、命を救うリレーをつなぐことができませ

ん。胸骨圧迫は深さ 5 ㎝の強さで、少なくとも 1 分間

に100回押すという基本を守ってほしいと思います。

　普段から心停止者に遭遇したことをシミュレーショ

ンしていなければ、いざという時に体が動きません。

特に医療関係者は、一般の人よりも遭遇する機会が多

いはずです。日ごろから緊急時のシミュレーションを

大切にしてほしいと思います。
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ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

　

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
５
年
前
か
ら

災
害
時
に
備
え
て
病
院
の
全
職
種
に
よ

る
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
、
大
洲
消
防
署

の
協
力
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
選
別
を
意
味
す

る
フ
ラ
ン
ス
語
の
ト
リ
ア
ー
ジ
ュ
が
語

源
と
さ
れ
、
限
ら
れ
た
人
的
・
物
的
資

源
の
な
か
で
、
最
大
多
数
の
傷
病
者
に

最
善
の
医
療
を
実
施
す
る
た
め
、
傷
病

者
の
緊
急
度
と
重
症
度
に
よ
り
治
療
優

先
度
を
決
定
す
る
こ
と
で
す
。
救
命
の

可
能
性
の
高
い
傷
病
者
を
優
先
し
て
搬

送
し
て
い
く
こ
と
が
、
初
期
災
害
医
療

の
現
場
で
は
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
判
定
基
準
を

で
き
る
だ
け
客
観
的
か
つ
簡
素
に
し

た
判
断
方
法
︵S

シ
ン
プ
ル

im
ple T

ト
リ
ア
ー
ジ

riage a

ア
ン
ド

nd 
R

ラ
ピ
ッ
ド

apid T

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

reatm
ent 

：
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

法
︶
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
で
は
、
短
時
間
で
い
か

に
傷
病
者
か
ら
必
要
な
情
報
や
病
状
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
法
チ
ャ

ー
ト
︵
図
１
︶
に
従
い
、
今
す
ぐ
治
療

や
搬
送
の
必
要
が
な
い
︵
緑
色
：
Ⅲ
︶・

今
す
ぐ
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
状
態
で

は
な
い
が
、
早
期
に
処
置
が
必
要
︵
黄

色
：
Ⅱ
︶・
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
状

態
で
一
刻
も
早
い
処
置
が
必
要
︵
赤

色
：
Ⅰ
︶・
死
亡
ま
た
は
生
命
兆
候
が

な
く
救
命
の
見
込
み
が
な
い
︵
黒
色
：

START法チャート（図１）

いいえ

なし

あり

１分間に10～29回

触知あり・ 1 分間に120回未満

あり

黄：Ⅱ

※橈骨動脈触知…手首の脈を触れて感知すること

赤：Ⅰ
1 分間に 9 回以下もしくは 1 分間に30回以上

赤：Ⅰ
触知なし・ 1 分間に120回以上

赤：Ⅰ
なし

歩行可能 緑：Ⅲ
はい

呼　吸 黒：０

呼吸数

橈骨動脈
触知（※）・脈拍数

意識：命令反応

呼吸出現

呼吸なし

赤：Ⅰ

（㈱荘道社「トリアージ －その意義と実際－」を参考に作成）

とうこつ

気道確保

０
︶
の
４
段
階
に
分
類
し
ま
す
。
ト
リ

ア
ー
ジ
実
施
時
に
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
・

タ
ッ
グ
︵
下
記
写
真
︶
に
氏
名
・
住
所
・

症
状
傷
病
名
な
ど
を
記
入
し
、
状
態
に

応
じ
た
色
の
部
分
を
残
し
傷
病
者
の
右

手
首
に
取
り
付
け
ま
す
。
こ
の
ト
リ
ア

ー
ジ
・
タ
ッ
グ
が
、
災
害
時
に
は
カ
ル

テ
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
訓
練
で
は
、
初
め
て
市
内

の
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ
も

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
訓

練
に
参
加
し
た
人
か
ら
は
、
自
分
の
勤

務
す
る
医
療
機
関
で
も
こ
の
よ
う
な
訓

練
を
実
施
し
て
、
実
際
の
災
害
発
生
に

備
え
た
い
と
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
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集
団
災
害
訓
練

　

昨
年
12
月
に
は
、
市
立
大
洲
病
院
と

大
洲
消
防
署
、
大
洲
市
消
防
団
肱
南
分

団
、
女
性
分
団
が
合
同
で
、
初
め
て
の

集
団
災
害
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
あ
る
施
設
の
裏
山

が
崩
れ
多
く
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
と

い
う
想
定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
近
く
に
は
、
消
防
署
に
よ
り
対

策
本
部
と
エ
ア
ー
テ
ン
ト
が
設
営
さ

れ
、
そ
こ
で
救
助
し
た
負
傷
者
の
一
次

ト
リ
ア
ー
ジ
が
実
施
さ
れ
搬
送
す
る
医

療
機
関
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

救
急
車
に
見
立
て
た
消
防
車
両
で
負
傷

者
を
医
療
機
関
に
搬
送
し
、
受
け
入
れ

医
療
機
関
と
な
っ
た
病
院
前
で
は
、
二

次
ト
リ
ア
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
傷
病
の
程

度
に
応
じ
た
エ
リ
ア
に
手
際
よ
く
負
傷

者
を
搬
送
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
災
害
現
場
を
想
定
し
た
訓
練

と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
ま
で
の

訓
練
よ
り
も
緊
張
感
の
あ
る
訓
練
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
は
、
参
加
者
に
と
っ
て

非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
問
題
点
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
が
反
省
し
、
今
後
も
繰
り
返
し
訓
練

を
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
災
害
が
発
生

し
た
場
合
で
も
、
的
確
な
対
応
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

女性消防団員

梅木美
み ゆ き

由紀さん

　

今
回
行
わ
れ
た
集
団
災
害
訓
練

に
、
女
性
分
団
の
一
員
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
緑
タ
グ
エ

リ
ア
の
受
け
持
ち
で
し
た
が
、
ト

リ
ア
ー
ジ
さ
れ
た
人
と
さ
れ
て
い

な
い
人
が
混
在
し
て
い
て
、
慌
て

て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
か
ら
落
ち

着
い
て
考
え
る
と
、
ト
リ
ア
ー
ジ

さ
れ
て
い
な
い
人
が
い
た
場
合
、

ト
リ
ア
ー
ジ
依
頼
を
す
れ
ば
よ
か

っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
時
に
は
全
く
思
い
浮
か

び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
際
の
災
害
現
場
で
は
、
訓
練

の
何
倍
も
慌
て
て
し
ま
う
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
訓
練
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
参
加
し
て
、
実
際
の

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、
現

場
で
慌
て
る
こ
と
な
く
任
務
が
遂

行
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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大
洲
市
の
災
害
医
療
体
制

大
規
模
災
害
時
の
救
命
医
療

　

大
洲
市
で
は
、
平
成
18
年
に
地
域
防

災
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
災
害
発

生
時
は
、
早
期
に
広
域
的
医
療
活
動
を

実
施
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

計
画
書
で
は
、
市
内
の
７
医
療
機
関

に
、
９
医
療
救
護
班
が
編
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
医
療
救
護
班
は
、
医
師
１

人
・
保
健
師
、
看
護
師
３
人
・
薬
剤
師

１
人
・
自
動
車
運
転
手
を
含
む
事
務
職

員
２
人
で
編
成
し
、
救
護
所
に
お
い
て

傷
病
者
へ
の
応
急
手
当
や
処
置
な
ど
の

医
療
救
護
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
救
護
所
な
ど
に
配
置
さ
れ

た
医
療
救
護
班
で
は
、
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
重
傷
者
や
中
等
症
者
が
発

生
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

場
合
に
は
、
救
護
病
院
ま
た
は
救
護
診

療
所
、
さ
ら
に
二
次
医
療
圏
ご
と
に
指

定
し
て
い
る
災
害
拠
点
病
院
︵
市
立
八

幡
浜
総
合
病
院
︶、
県
に
１
カ
所
だ
け

あ
る
災
害
基
幹
拠
点
病
院
︵
県
立
中
央

病
院
︶
へ
、
大
洲
地
区
広
域
消
防
本
部

と
連
携
し
搬
送
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

災
害
は
、
地
震
や
津
波
な
ど
の
自
然

災
害
と
交
通
事
故
や
爆
発
事
故
な
ど
の

人
的
災
害
が
あ
り
、
災
害
発
見
時
に

は
、
医
療
能
力
を
超
え
た
数
の
医
療
対

象
者
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

地
域
の
救
急
医
療
体
制
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
時
に
現
場
に
急
行
す
る
の

が
、D

デ
ィ
ザ
ス
タ
ー

isaster M

メ
デ
ィ
カ
ル

edical A

ア
シ
ス
タ
ン
ス

ssistance 
T

チ
ー
ム

eam

︵
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
︶
の

頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｄデ

ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
」
と
呼

ば
れ
る
医
療
チ
ー
ム
で
す
。
こ
の
チ
ー

ム
は
、医
師
・
看
護
師
・
業
務
調
達
員︵
救

命
救
急
士
、
薬
剤
師
、
技
師
、
事
務
員

な
ど
︶
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
は
、
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
と
都
道
府
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
あ
り
、
日

本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
平
成
17
年
に
厚
生
労

働
省
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。一
方
、

都
道
府
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
平
成
16
年
に

東
京
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
発
足
し
、
そ
の
後
全

国
の
道
府
県
で
配
備
が
進
め
ら
れ
て
い

て
、
愛
媛
県
内
に
も
８
つ
の
医
療
機
関

に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
初
め
て
出
動
し
た
の

は
、
平
成
16
年
に
新
潟
県
で
発
生
し
た

中
越
地
震
の
時
で
す
。
平
成
17
年
の
Ｊ

Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
の
時
に
は
、
初

め
て
事
故
現
場
に
出
動
し
ま
し
た
。
平

成
20
年
に
は
、
秋
葉
原
通
り
魔
事
件
の

時
に
、
殺
人
事
件
で
初
の
出
動
を
し
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
広
島
市
の
土
砂

災
害
、
御
嶽
山
噴
火
災
害
で
出
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
震
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
国
内
に
あ
る
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
２
倍
の
チ
ー
ム
が
必
要
に
な

る
と
新
聞
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
国
立
病

院
機
構
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
研

究
グ
ル
ー
プ
の
推
計
で
は
、
病
院
へ
の

支
援
と
被
災
地
外
へ
傷
病
者
を
搬
送
す

る
１
２
８
５
チ
ー
ム
が
必
要
に
な
り
、

12
時
間
交
代
の
体
制
を
と
る
た
め
に

は
、
２
５
７
０
チ
ー
ム
が
最
低
で
も
必

要
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現

在
、
国
内
に
は
１
３
２
３
チ
ー
ム
し
か

な
く
、
チ
ー
ム
を
増
や
し
て
い
く
と
同

時
に
、
効
果
的
に
配
置
を
す
る
仕
組
み

作
り
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
土
砂
災
害
に
派
遣
さ
れ

た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
統
括
責
任
者
を
務
め
た

医
師
か
ら
、「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
本
来
の
機
能

を
発
揮
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
。
地

震
災
害
と
土
石
流
災
害
で
、
対
応
で
き

る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
の
差
が
あ
り

す
ぎ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
」
と
の
談
話

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大洲市内の医療救護班

災害基幹拠点病院

災害拠点病院（八幡浜・大洲二次医療圏）

三次救急医療施設

医療機関名 救護班数
市 立 大 洲 病 院 1
河 辺 診 療 所 1
平 成 病 院 1
大 洲 中 央 病 院 ２
喜 多 医 師 会 病 院 ２
大 洲 記 念 病 院 1
石 村 病 院 1

医療機関名 所　在　地
県 立 中 央 病 院 松　山　市

医療機関名 所　在　地
市 立 八 幡 浜 総 合 病 院 八幡浜市

医療機関名 所　在　地
東 予 救 命 救 急 セ ン タ ー

（県立新居浜病院） 新居浜市

県立中央病院高度救命救急センター 松　山　市
南 予 救 命 救 急 セ ン タ ー

（市立宇和島病院） 宇和島市

愛 媛 大 学 医 学 部 附 属 病 院 東　温　市
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
今
後

30
年
以
内
に
60
％
以
上
と
い
う
高

い
確
率
で
、
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
巨
大
地
震
発
災
直
後

を
、
い
か
に
生
き
抜
く
か
が
大
き
な

問
題
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波

被
害
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
た
め
か
、

大
洲
市
内
で
は
八
幡
浜
市
な
ど
と

比
較
し
て
、
津
波
が
比
較
的
軽
度
と

予
想
さ
れ
て
い
て
市
民
の
間
に
も

危
機
感
が
乏
し
い
印
象
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
強
震
動
に
よ
る
影
響

は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
の
建
物

倒
壊
や
火
災
に
よ
る
被
害
状
況
を

思
い
出
す
べ
き
で
す
。

　

地
震
発
生
時
に
は
、
パ
ニ
ッ
ク
に

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
喚
起
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
揺
れ
て
い
る
間

に
は
、
多
く
の
人
が
何
も
で
き
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
震
災
時
に
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
の
家
庭
や
職
場
、
地
域
で
の

防
災
へ
の
意
識
づ
け
や
防
災
対
策
の

取
り
組
み
が
非
常
に
重
要
で
す
。
今

は
、
防
災
関
連
の
情
報
や
書
籍
、
グ

ッ
ズ
な
ど
は
容
易
に
入
手
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
普
段
の
生
活
か
ら
自
身
の
健

康
維
持
と
体
力
の
向
上
を
図
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の
避
難
や

救
助
活
動
に
お
い
て
、
頼
れ
る
も
の
は

自
分
の
体
力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

場
合
、
食
糧
、
衛
生
、
住
居
環
境
な
ど

の
変
化
に
よ
り
、
体
調
を
崩
し
や
す
く

な
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
の
体
調
管
理

が
重
要
で
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
広
範
囲
に
多
数

の
傷
病
者
、
家
屋
の
倒
壊
、
火
災
な
ど

の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
消
防
署
に

よ
る
消
火
活
動
や
救
出
・
救
助
活
動
、

傷
病
者
搬
送
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

し
、
市
内
の
医
療
機
関
の
対
応
に
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
住

民
に
よ
る
救
出
・
救
助
、
消
火
活
動
が

不
可
欠
で
す
。
事
実
、
阪
神
淡
路
大
震

災
時
に
は
、
お
よ
そ
３
万
５
千
人
が
倒

壊
家
屋
や
が
れ
き
な
ど
に
閉
じ
込
め
ら

れ
、
消
防
な
ど
の
公
的
機
関
に
よ
り
救

助
さ
れ
た
人
は
２
割
程
度
で
、
約
８
割

の
人
は
近
隣
者
に
よ
り
救
助
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
の

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
住
民
に

よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
や
応
急
処
置
が

極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

被
災
地
に
派
遣
さ
れ
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

は
、
隊
数
に
限
り
が
あ
り
、
滞
在
期

間
も
通
常
１
隊
あ
た
り
２
日
間
か
ら

最
大
で
１
週
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
極
め
て
広
範
囲
に
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
場
合
、
大
洲
市
に
派

遣
さ
れ
る
か
ど
う
か
不
明
で
す
。

　

ま
た
、
大
洲
市
で
計
画
さ
れ
て
い

る
、
市
内
各
病
院
で
編
成
さ
れ
る
医

療
救
護
班
も
、
被
災
当
初
は
自
院
に

お
け
る
災
害
医
療
活
動
で
手
い
っ

ぱ
い
に
な
る
た
め
、
救
護
所
へ
の
派

遣
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
災
害
医
療

対
策
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
病
院
内
に

お
け
る
災
害
時
医
療
に
向
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
っ
て
い
て
、
近

隣
病
院
に
お
い
て
も
準
備
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
、
参
加
・
見
学
者
を

お
招
き
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
現
時
点
で

は
あ
く
ま
で
病
院
内
で
の
対
応
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域
を
想
定
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
今
後
は
消
防

本
部
や
地
域
の
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
と
連
携
し
、
ト
リ
ア
ー
ジ

や
応
急
処
置
、
搬
送
訓
練
な
ど
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
災
害
が
発
生
し
て
か

ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

自
助
、
共
助
、
公
助
の
精
神
に
基
づ

い
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
心
掛
け

と
具
体
的
な
準
備
が
重
要
で
す
。

八幡浜・大洲圏域
公立病院災害医療コーディネータ

李　　俊
とし

　尚
ひさ

　先生

（市立大洲病院　外科部長）

　

最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

う
大
学
生
に
地
震
や
津
波
、
豪
雨
な
ど

の
災
害
時
に
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
人
材

を
育
て
る
授
業
を
行
っ
て
い
る
大
学
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
で
災
害

リ
ス
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
、

人
の
命
に
か
か
わ
る
現
場
に
遭
遇
す
る

こ
と
は
、
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
遭
遇
し
た
場
合
に
落
ち
着
い
て
、

適
切
な
行
動
が
で
き
る
か
は
、
そ
れ
ま

で
の
経
験
や
知
識
に
よ
り
ま
す
。
定
期

的
に
講
習
会
に
参
加
し
、
も
し
も
の
時

に
備
え
て
自
分
に
で
き
る
技
術
や
知
識

を
習
得
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
に
遭
遇
し
た
場

合
に
は
、
ま
ず
は
自
分
の
命
を
守
る
こ

と
を
第
一
に
考
え
て
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
次
に
、
自
分
の
周

り
で
被
害
に
遭
っ
た
人
が
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
人
の
命
を
助
け
る
行
動
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
今
の
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
、
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
に
。

い
の
ち
を
守
る
行
動

広報大洲 ２月号9



文化財

平
ひら

地
じ

番所跡
大洲市指定史跡（史跡）
個人所有

　平地番所跡は、現在の平野公民館近くに位置
し、かつて大洲藩と宇和島藩の境にあった番所
跡です。八幡浜街道沿いに、宇和島藩側の関所
として置かれたものです。
　番所とは、江戸時代に藩境の関所に置かれた
藩の施設で、役人の詰所となった建物です。交
通の要所に設置され、通行人や荷物の検査・税
の徴収などを行いました。
　現在の平野地区はもともと宇和島藩領ですが、
平地村と野田村が合併して平野村となり、明治
3２年に西宇和郡から喜多郡に編入され、現在の
大洲市域になります。隣接する大洲藩とは、大
火など非常の際に相互に助けあうなど、当時よ
り地域的なつながりが強かったと考えられます。

（昭和31年 9 月30日指定）

野　鳥

アオバト（緑鳩）
ハト目ハト科
全長　33㎝

　寒波が到来し、山々が雪に覆われるころに里山
で出合える、全身が緑色で腹部が黄色の美しいハ
トの仲間です。姿に似合わず鳴き声は独特で「ア
ーオー、オーアー」と赤ちゃんの泣き声にも聞こ
え、林の中で聞くと驚くことがあります。
　ひと昔前は、鎮守の森などには空が暗くなる
ほどの群れが舞い、積雪が多く餌の乏しいとき
には、真っ赤に熟れたタマミズキに、何十羽も
群れていましたが、現在はあまり見かけなくな
りました。これは、繁殖地の常緑照葉樹の減少
などが主な原因だといわれています。北アメリ
カ大陸に50億～100億羽も生息していながら、２0
世紀前半に絶滅してしまったリョコウバトのよ
うに、将来が気になる野鳥です。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

消
防
団
協
力
事
業
所
の
認
定
申
請
募
集
の
お
知
ら
せ

　

消
防
団
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
を
受
け
、
社
会
貢
献
な
ど
を
行
っ
て
い
る
事
業

所
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
防
災
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
消

防
団
は
、
団
員
が
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
ま
た
近
年
の
産
業
構
造
や
就
業
構

造
の
変
化
に
よ
り
、
全
国
的
に
消
防
団

員
の
約
７
割
が
被
雇
用
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
消
防
団
員
確
保
や
活
性

化
を
図
る
た
め
に
は
、
被
雇
用
者
が
入

団
し
や
す
く
、
か
つ
職
場
で
団
員
と
し

て
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
て
、
職
場
の
消
防
団
活
動
に
対

す
る
一
層
の
理
解
と
協
力
が
必
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
消
防
庁
で
は
、「
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
制
度
」
に
よ
る
活
動
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
て
、
本
市
で

も
「
大
洲
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
実
施
要
綱
」
を
策
定
し
、
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

認
定
基
準

　

消
防
関
係
法
令
上
の
違
反
が
な
く
、

か
つ
次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
場
合

▽ 

従
業
員
が
消
防
団
に
相
当
数
入
団
し

て
い
る

▽ 

事
業
所
が
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に

つ
い
て
積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る

▽ 

災
害
時
な
ど
に
事
業
所
の
資
機
材
な

ど
を
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
の
協

力
を
し
て
い
る

認
定
の
手
順

大
洲
市
へ
の
申
請
書
の
提
出

　

 ︵
申
請
書
様
式
は
、
危
機
管
理
課
に

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。︶

大
洲
市
に
よ
る
審
査

表
示
証
の
交
付

事
業
所
へ
の
表
示
証
の
掲
示

 

事
業
所
の
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
へ
認
定
事
業
所
で
あ
る
む
ね
記
載

　

事
業
所
の
皆
様
か
ら
の
申
請
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課
消
防
係

☎
㉔
１
７
４
２

表示証（見本）
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シリーズ
大洲市を守る消防団員の活動や取り組みを、シリーズでご紹介します。

地域を守るエキスパート　№5



★

★

おおずの女性 ～輝いて今～

冬
の
暮
ら
し
に
潜
む
危
険

　
　

消
費
者
事
故
に
注
意

　

今
回
は
、今
の
時
期
に
多
発
す
る「
消

費
者
事
故
」に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

【
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
ト
ラ
ブ
ル
】

　

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
に
給
油
後
、

タ
ン
ク
の
ふ
た
の
閉
め
方
が
不
完
全
だ

っ
た
た
め
に
灯
油
が
こ
ぼ
れ
、
ス
ト
ー

ブ
に
引
火
し
火
災
事
故
と
な
っ
た
。

︿
対
処
﹀
給
油
時
は
必
ず
ス
ト
ー
ブ
を

消
火
し
、
給
油
後
、
ふ
た
が
完
全
に
閉

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
ー
ブ
の
上
で
乾
か
し
て
い
た
洗

濯
も
の
が
落
下
し
引
火
。

︿
対
処
﹀
必
ず
、
暖
房
器
具
か
ら
離
し

て
干
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
燃
え
や
す

い
タ
オ
ル
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
就
寝
し
、

一
酸
化
炭
素
中
毒
で
死
亡
。

︿
対
処
﹀
密
閉
さ
れ
た
空
間
で
使
用
す

る
と
、
酸
素
が
不
足
し
不
完
全
燃
焼
が

お
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
就
寝
時
に

は
必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
た
つ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
】

　

こ
た
つ
布
団
が
中
に
入
り
込
み
、
ヒ

ー
タ
ー
に
接
触
し
た
た
め
焦
げ
た
。

︿
対
処
﹀
こ
た
つ
布
団
な
ど
が
、
ヒ
ー

タ
ー
に
接
触
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
こ
た
つ
の
中
で
服
な
ど

を
温
め
る
と
、
引
火
す
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

【
加
熱
時
の
ト
ラ
ブ
ル
】

　

冷
た
い
牛
乳
を
電
子
レ
ン
ジ
で
温

め
、
取
り
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
突

然
中
身
が
噴
き
出
し
た
。

︿
対
処
﹀「
突と
っ

沸ぷ
つ

」
と
い
う
現
象
で
す
。

飲
み
物
や
と
ろ
み
の
あ
る
食
べ
物
な
ど

を
温
め
た
際
に
、
過
熱
状
態
と
な
り
、

そ
こ
へ
刺
激
︵
調
味
料
や
ス
プ
ー
ン
な

ど
の
投
入
︶
が
加
わ
る
こ
と
で
中
身
が

噴
き
出
し
ま
す
。
温
め
る
前
に
中
身
を

か
き
混
ぜ
、
温
め
す
ぎ
た
場
合
は
少
し

冷
ま
し
て
か
ら
取
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
コ
ン
ロ
で
み
そ
汁
な
ど
を
温

め
る
時
も
、
よ
く
混
ぜ
て
か
ら
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
１
７
９
０

【
相
談
受
付
時
間
】

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

︵
祝
日
除
く
月
～
金
曜
日
︶

リ
コ
ー
ル
情
報
も
確
認
を
。

（
消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

えひめ男女共同参画フェスティバル2014に参加

　市内で男女共同参画の推進に努めている大洲市女
性団体連絡協議会のメンバーとおおず女性塾の塾生
が、愛媛県男女共同参画センターで開催された「え
ひめ男女共同参画フェスティバル２01４」に参加しま
した。
　このイベントは、11月２9日㈯・30日㈰の ２ 日間行
われ、ステージ発表や展示・販売・体験コーナーの
ほか、男女共同参画社会づくり推進イベント企画募
集事業に入選した ４ グループによる企画イベントな
どの催しがありました。
　30日の午後には、漫画家の里中満

ま ち こ

智子さんを講師
に招き、「自分らしく生きる～ヒロインの意志を描く
漫画家として～」と題した基調講演が行われました。
漫画の主人公や登場人物に込めたメッセージや、描
いている時の気持ちなどについて冗談を交えながら
話され、参加した多くのみなさんは時折大きくうな
ずきながら聞き入っていました。

えひめ男女共同参画フェスティバルとは

　「公益財団法人えひめ女性財団」主催の、県民
参画によるフェスティバル。男女共同参画への県
民意識の高揚、推進を図ることを目的としている。
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　高輝度青色発光ダイオードの製造方法を発明・開発
し、２01４年にノーベル物理学賞を受賞した中村修

しゅう

二
じ

さ
ん。今後、大洲市において、名誉市民の贈呈式と記念
講演も予定されています。今回は、中村修二さんに関
するクイズです。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

※今月のクイズの答えは、広報大洲 3 月号に掲載します。

【先月号のクイズの解答・解説】
　明治時代に大洲の中心産業は製糸業でした。当時
の人口約15,000人に対して、製糸業の仕事にかかわ
っていた人数は何人だったでしょう。

①　約1,000人（約 7 ％）
②　約２,000人（約13％）
③　約3,000人（約２0％）

解答…③
解説…およそ２0％もの人が関わっていたことにな
り、当時の一大産業だったことが分かります。その
働き手は、ほとんどが女性だったようです。
　大洲地方の生糸は、「伊予糸」
と呼ばれ日本一ともいわれて
いて、伊勢神宮の第61回式年
遷宮で使用されるほど高品質
だったそうです。

【今月のクイズ】
　ノーベル賞授賞式の後、マスコミからのイン
タビューで、コメントを求められた赤崎教授は

「大変緊張していました」、天野教授は「メダル
はとても重いです」とコメントしました。
　それでは、その時中村教授は、
なんとコメントされたでしょう
か。

①　メダルは、まさに金色です
②　メダルは、ただの金属です
③　メダルは、とても固いです

 

大
洲
藩
９
代
藩
主
加
藤
泰
候
は
、
宝ほ
う

暦れ
き

10
年
︵
１
７
６
０
︶
６
代
藩
主
加
藤

泰や
す

衑み
ち

の
４
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、

明め
い

和わ

６
年
︵
１
７
６
９
︶
兄
で
８
代
藩

主
の
泰や
す

行ゆ
き

の
急
死
に
よ
り
、
10
歳
で
家

督
を
相
続
し
ま
し
た
。

　

泰
候
の
藩
主
在
任
中
は
、
明
和
９
年

︵
１
７
７
２
︶、
江
戸
三
大
大
火
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
明
和
の
大
火
に
よ
っ
て

大
洲
藩
の
上
屋
敷
が
全
焼
し
た
ほ
か
、

天て
ん

明め
い

７
年
︵
１
７
８
７
︶
４
月
に
は
、

大
洲
で
１
１
５
軒
の
家
屋
が
流
さ
れ
る

未
曽
有
の
大
洪
水
が
発
生
す
る
な
ど
、

相
次
ぐ
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
方
で
勅ち
ょ
く

使し

下げ

向こ
う

供き
ょ
う

応お
う

役や
く

、

関
東
筋
な
ら
び
に
豆ず

州し
ゅ
う

川か
わ

々が
わ

御ご

普ふ

請し
ん

手
伝
い
な
ど
の
公
役
も
命
じ
ら
れ
ま
す
。

　

財
政
難
に
あ
っ
た
藩
で
は
、
こ
れ
ら

の
経
費
を
工
面
す
る
た
め
、
上
屋
敷
再

建
の
際
、
大
洲
城
中な
か

の
丸ま
る

屋
敷
を
解
体

し
て
江
戸
へ
回
送
し
再
建
の
材
料
と
し

た
ほ
か
、
家
臣
給
与
の
削
減
、
江
戸
屋

敷
詰
め
や
普
請
組
の
人
数
の
削
減
を
行

う
な
ど
経
費
節
減
に
努
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
製
紙
や
砥
部
焼
を
奨
励
し

藩
が
統
制
を
図
る
こ
と
で
藩
の
財
政
再

建
を
行
お
う
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
財
政
再
建
に
努
め
た
泰

候
で
す
が
、
財
政
面
だ
け
で
な
く
城
中

に
お
け
る
挨
拶
儀
礼
、
節
句
時
の
藩
主

へ
挨
拶
で
き
る
家
臣
の
範
囲
や
序
列
、

城
内
庶
務
の
規
定
、
服
制
な
ど
の
規
制

改
正
と
い
っ
た
諸
改
革
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
分
家
で
あ
る
新
谷
藩
に
対
し

て
も
、
本
家
と
分
家
間
に
お
け
る
家
臣

の
格
式
や
規
律
を
布
達
す
る
な
ど
、
行

政
・
財
政
に
わ
た
る
藩
政
改
革
を
行
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
天
明
７
年
７
月
、
藩
政
改

革
も
志
半
ば
に
し
て
江
戸
に
お
い
て
28

歳
で
没
し
ま
し
た
。
遺
骸
は
江
戸
海か
い

禅ぜ
ん

寺じ

に
葬
ら
れ
ま
す
が
、
遺
髪
が
大
洲
へ

運
ば
れ
如
法
寺
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

　

墓
所
は
、
２
代
藩
主
加
藤
泰や
す

興お
き

の
墓

所
の
敷
地
内
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

加 

藤 

泰 

候
（
か
と
う
や
す
と
き
）

加藤泰候の墓所（如法寺）
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ロマンチックなイルミネーション
～豊茂イルミテヤ～

　豊茂地区の冬の風物詩「豊茂イルミテヤ」が、閉校
となった豊茂小学校の校舎を中心に、周辺の民家と一
体となって実施されました。
　来場した人たちは、甘酒や甘とろ豚汁などで体を温
めながら、ハンドベルの演奏やミニコンサートに耳を
傾け、光り輝く会場で幻想的なひとときを過ごしまし
た。

12月21日㈰

一筆ごとに思いを込めて
～第47回大洲市小中学生新春書き初め会～

　昔からある行事を大切にし、書写能力の向上を図る
ことを目的に、新春書き初め会が喜多小学校で開催さ
れました。
　今年は市内の小学 3 年生から中学 3 年生までの２30
人が参加し、各学年ごとの課題文字に取り組みまし
た。入賞者の中から選ばれた1２人には、今後広報大洲
の題字を飾ってもらいます。

元気で、笑顔で、完走
～第32回肱川健康マラソン大会～

　1２月の恒例行事となった肱川健康マラソン大会が
開催され、1４1人が参加しました。
　当日はとても寒い日でしたが、参加者のみなさんは
とても元気で、笑顔で楽しんでいました。
　地元のさわやかボランティアのみなさんから、豚汁
とおにぎりを提供していただき、心も体も温かくなり
ました。

12月14日㈰

１月６日㈫

心も体もポッカポカ
～七草がゆ歩こう会～

　今年で3４回目となる肱南自治会主催の七草がゆ歩
こう会が開かれ、約２50人が参加しました。穏やかな
天候のもと、市民会館を出発して地域内の神社を参拝
し、城山公園交流広場までの約 6 キロを歩きました。
　ゴールでは地元婦人会から七草がゆが振る舞われ、
参加者たちは「おいしい」と、何杯もおかわりをして
いました。

１月４日㈰
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　大洲市民の歌「歌詞」およびシンボルマーク、ロゴタイプ決定
　市町村合併10周年を記念して募集をしていました、大洲市民の歌「歌詞」（応募総数₈４点）およびシンボル
マーク（応募総数171点）、ロゴタイプ（応募総数₈7点）が決定しましたのでお知らせします。

ロゴタイプ シンボルマーク 大洲市民の歌「歌詞」
最優秀賞 最優秀賞 最優秀賞

居
い

関
せき

　孝
たか

男
お

さん
（京都府京都市）

盛
もり

　　秀
ひで

雄
お

さん
（青森県青森市）

濱
はま

田
だ

　　毅
たけし

さん
（長　浜）

優　秀　賞 優　秀　賞

歌詞優秀賞

近藤たかよさん（北　只）
草野　敬

けい

一
いち

さん（長崎県長崎市）
小池　友

ゆう

基
き

さん（群馬県高崎市）
児島　　満

みつる

さん（宮崎県宮崎市）
齋藤　哲

てつ

哉
や

さん（北海道小樽市）
新田　憲

のり

明
あき

さん（香川県東かがわ市）
日高　美

よし

明
あき

さん（大阪府豊中市）
三
み

枝
えだ

　淳
じゅん

一
いち

さん（福岡県福岡市）
三
み

巻
まき

　靖
やす

子
こ

さん（新潟県三条市）
三巻　保

やす

征
ゆき

さん（新潟県三条市）
山﨑　哲

てつ

也
や

さん（福岡県北九州市）
銀
（ペンネーム）
や ん まさん（大阪府大阪市）

武智　哲
てつ

也
や

さん（松山市）
遠藤　克

かつ

也
や

さん（山形県山形市）
金
かな

津
づ

　　博
ひろし

さん（新潟県上越市）
児島　　満

みつる

さん（宮崎県宮崎市）
塩﨑　榮

えい

一
いち

さん（大阪府大阪市）
庄司　義

よし

行
ゆき

さん（三重県四日市市）
田代　　卓

たく

さん（東京都目黒区）
長谷川映

えい

路
じ

さん（愛知県春日井市）
松岡　光

みつ

雄
お

さん（新潟県新潟市）
三巻　靖

やす

子
こ

さん（新潟県三条市）
三巻　保

やす

征
ゆき

さん（新潟県三条市）
深川　重

しげ

一
かず

さん（大阪府和泉市）

門多　智
とも

輝
き

さん（菅田町菅田）
川元　歩

あゆ

己
み

さん（大　洲）
武田　倫

とも

実
み

さん（大　洲）
竹本　実

じつ

子
こ

さん（肱川町名荷谷）
眞木　文

あや

美
み

さん（田　口）
荒尾　洋

よう

一
いち

さん（宮崎県川南町）
大竹　敏

とし

雄
お

さん（石川県津幡町）
岡西　通

みち

雄
お

さん（東京都町田市）
工藤　律

りつ

夫
お

さん（北海道帯広市）
三上　博

ひろ

司
し

さん（大阪府大阪市）

「100年後僕らは…大洲より」

100年後僕らは
　生まれ変わるだろうか
もしも鳥になったら
　つばさ広げ思い出を巡ってみたい
100年後僕らは
　生まれ変わるだろうか
もしも魚になったら
　光はねる肱川を旅してみたい
この町に生まれて良かった
寄り添える人がいる
大洲が大好きです
　おなじ空の下
大洲が大好きです
　夢を胸に抱いて

100年後僕らは
　生まれ変わるだろうか
もしも蛍になったら
　恋の明かり思い切り点

とも

してみたい
100年後僕らは
　生まれ変わるだろうか
もしも風になったら
　君の笑顔もう一度探しに行くよ
移りゆく季節のほとりで
かみしめるこの命
大洲が大好きです
　おなじ道の上
大洲が大好きです
　胸に刻むメモリー

（※くりかえし）

シンボル・ロゴ組み合わせ例

⎫⎜⎜⎜⎭
※
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青
年
海
外
協
力
隊
員
表
敬
訪
問

　

青
年
海
外
協
力
隊
平
成
26
年
度
３
次

隊
の
一
員
と
し
て
、
大
洲
市
柚
木
出
身

の
藤
本
顕あ
き

允ま
さ

さ
ん
が
ア
フ
リ
カ
西
部
の

国
セ
ネ
ガ
ル
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

派
遣
期
間
は
、
平
成
27
年
１
月
か
ら

29
年
１
月
ま
で
の
２
年
間
で
、
派
遣
先

の
セ
ネ
ガ
ル
で
は
、
主
に
フ
ァ
テ
ィ
ッ

ク
州
水
維
持
管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
給
水

施
設
の
設
置
お
よ
び
修
理
、
管
理
・
運

営
な
ど
を
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
24
日
㈬
に
市
役
所
を
訪
れ

た
藤
本
さ
ん
は
、
清
水
市
長
か
ら
「
日

本
の
文
化
や
考
え
方
な
ど
の
良
い
と
こ

ろ
を
発
信
し
、
現
地
で
は
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
と
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
今
回

の
派
遣
で
得
た
も
の
を
持
ち
帰
り
、
活

躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
。無
理
を
せ
ず
、

体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

藤
本
さ
ん
は
「
大
洲
市
か
ら
参
加
し

た
先
輩
の
話
を
聞
い
て
、
協
力
隊
に
興

味
と
憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
今

は
フ
ラ
ン
ス
語
を
勉
強
中
で
、
現
地
の

言
葉
に
も
早
く
慣
れ
た
い
。
セ
ネ
ガ
ル

で
は
、
ま
ず
は
体
調
に
留
意
し
元
気
で

活
動
す
る
こ
と
が
目
標
。
活
動
期
間
の

２
年
間
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
安

全
な
水
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
抱
負
や
意
気
込
み
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

　昨年11月２3日㈰・２４日㈪に、青森県で開催され
た「第 5 回全国農業高校お米甲子園」に大洲農業
高等学校が出場しました。
　1２月1₈日㈭、生産科学科 ２ 年生の井上翔

しょう

吾
ご

さん、
上田拓

たく

海
み

さん、尾﨑洸
こう

太
た

さん、久保貴
たか

弘
ひろ

さん、宮
本雄

ゆう

さん、矢野一
かず

樹
き

さんが市役所を訪れ、報告会
が行われました。
　報告会では、「にこまる」と「媛

ひめ

育
いく

75号」の栽培
研究に取り組んだ目的や全国大会での手応え、参加
₈４校中上位２0校に選ばれたことが報告されました。

　愛媛県一おいしい米づくりを目指して
～第 5回全国農業高校お米甲子園～

　国立大洲青少年交流の家研修指導員の兵頭信
のぶ

子
こ

さんが、社会教育功労者表彰を受賞されました。
　兵頭さんは、平成 6 年からエアロビクスダンス
研修指導員として勤務されています。青少年交流
の家のエアロビクスは、集団宿泊研修プログラム
の中でも、大変人気があります。
　表彰を受けて兵頭さんは「踊ることが大好きで、
その楽しさを多くの人に伝えるためにやってきた
ことが認められてとてもうれしい。支えてもらっ
たみなさんに感謝し、これからも心と身体づくり
の手伝いをしたい」と述べられました。
　今回の表彰では、全国で11₈人が表彰されました。

　社会教育活動に貢献
～文部科学大臣社会教育功労者表彰～
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　民生委員・児童委員の退任に伴い、厚生労働
大臣から新たに委員が委嘱されました。
　今回委嘱された委員の任期は、平成２₈年11月
30日までです。

【問い合わせ先】
社会福祉課　☎２４－1715　長浜支所　☎5２－1113
肱川支所　　☎3４－２3４7　河辺支所　☎39－２113

　中央公民館では、健全な家庭づくりと豊かな
人間性を養うことを目的に、大洲市ＰＴＡ大学
講演会を開催します。
　今回のテーマは、子どもたちのスマートフォ
ン（スマホ）の利用です。スマホに振り回され
る子どもたちと、それを取り巻く大人たち。こ
の「便利すぎる」道具とどう付き合っていけば
いいのか、について講演をしていただきます。
　入場料無料ですので、お誘い合わせのうえ、
ぜひご来場ください。
【日　時】 ２ 月1₈日㈬　午前10時～
　（開場　午前 9 時30分）
【場　所】国立大洲青少年交流の家 ２ 階大ホール
【講　師】山本浩

こう

二
じ

さん
　（県総合教育センター情報教育室長）
【演　題】
　「スマホや携帯のトラブルから

子どもたちを守るために」
【定　員】300人
【問い合わせ先】
　中央公民館　☎57－999４

　新たに民生委員・児童委員が委嘱されました　大洲市ＰＴＡ大学講演会

　

庁
舎
別
館
へ
移
転
の
ご
案
内

　

庁
舎
別
館
改
築
工
事
の
完
成
に
伴

い
、
教
育
委
員
会
事
務
局
、
農
林
水
産

課
、
農
山
漁
村
整
備
課
、
農
業
委
員
会

事
務
局
お
よ
び
人
権
啓
発
課
の
事
務
室

を
本
庁
舎
別
館
な
ど
へ
移
転
い
た
し
ま

す
。

　

移
転
お
よ
び
庁
舎
別
館
で
の
業
務
開

始
予
定
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
旧
図
書
館　

→　

別
館
３
階
】

人
権
啓
発
課

※
業
務
開
始
予
定
日

　

２
月
２
日
㈪
～

【
市
民
会
館　

→　

別
館
２
階
】

大
洲
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
、
学
校
教
育
課
、

生
涯
学
習
課
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

※
業
務
開
始
予
定
日

　

２
月
16
日
㈪
～

【
市
民
会
館　

→　

本
館
５
階
】

国
体
準
備
課

※
業
務
開
始
予
定
日

　

２
月
16
日
㈪
～

【
仮
設
庁
舎　

→　

別
館
１
階
】

農
林
水
産
課
、
農
山
漁
村
整
備
課
、

農
業
委
員
会
事
務
局

※
業
務
開
始
予
定
日

　

３
月
２
日
㈪
～

※ 

直
通
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

郵
便
物
は
、
従
来
ど
お
り
市
役
所
の

住
所
で
届
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
管
財
係　

☎
㉔
１
７
２
４

【
庁
舎
別
館
案
内
図
】大

洲
市
役
所大洲税務署

庁舎別館

大洲小学校

庁舎立体
駐車場

大洲
南中学校

【完成した庁舎別館】

新任委員名 電話番号 担当地区 退任委員名

村上　和
かず

男
お

２４－２635
1４南、1４北、
太郎宮、城山
（肱南地区）

菊池　　豊
ゆたか

西岡　辰
たつ

子
こ

２４－30４２
渡場 1、２、3、
殿町、西裡
（肱北地区）

口井　悦
えつ

子
こ

久保　広
ひろ

行
ゆき

5２－06２9

橋立上（6４）、
橋立下（65）、
橋立浜（66）
（長浜地区）

矢間　一
かず

義
よし

（敬称略）
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　市内各地で人権・同和教育を推進されている
各種団体の実践報告と研究協議を中心に、人権
を保障する社会を目指して、標記研究大会を毎
年開催しています。その一環として、次のとお
りシンポジウムを開催します。入場は無料です
ので、ぜひご参加ください。

【日　時】 ２ 月２0日㈮　午後 1 時～ 3 時
【場　所】国立大洲青少年交流の家 ２ 階大ホール
【パネリスト】
　▽坂田かおりさん、瑠

る

梨
り

さん母
おや

娘
こ

　▽川口　泰
やす

司
し

さん
　▽江嶋　修

しゅう

作
さく

さん
【内　容】
　 3 組のパネリストによるシンポジウム
【問い合わせ先】人権啓発課　☎２４－17４6

　女性の地位と社会福祉の向上、地域社会の発
展を目指す国際ソロプチミスト大洲では、国際
女性デーを記念して講演会を開催します。
　入場料は無料です。ぜひ、ご来場ください。

【日　時】 ２ 月２２日㈰　午後 1 時30分～ 3 時
【場　所】総合福祉センター　 ４ 階多目的ホール
【講　師】住田　裕

ひろ

子
こ

先生（弁護士）
【演　題】
　 「変わりゆく社会の中

で、守りたい、いの
ちと心」

【問い合わせ先】
　国際ソロプチミスト
　大洲事務局
　☎２3－557₈

　�大洲市人権・同和教育研究大会
　シンポジウムのお知らせ

　�第18回国際女性デー記念講演会
　（認証20周年記念講演会）

　

平
成
26
年
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
は
、
お
選
び
い
た
だ
い
た
事

業
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

飯
山　

佳
則　

様
︵
東
京
都
︶

池
辺　

善
子　

様
︵
東
京
都
︶

石
川　
　

浩　

様
︵
埼
玉
県
︶

井
上　
　

要　

様
︵
愛
知
県
︶

井
上　

法
亮　

様
︵
大
阪
府
︶

岩
本　
　

浩　

様
︵
愛
知
県
︶

江
川　

博
昭　

様
︵
兵
庫
県
︶

衛
藤　

史
朗　

様
︵
長
野
県
︶

大
久　

文
男　

様
︵
群
馬
県
︶

岡
田　

唯
洋　

様
︵
神
奈
川
県
︶

奥
田　
　

忠　

様
︵
東
京
都
︶

小
倉　

静
香　

様
︵
和
歌
山
県
︶

尾
上
ち
ど
り　

様
︵
静
岡
県
︶

尾
和　

弘
一　

様
︵
和
歌
山
県
︶

笠
井　

俊
宏　

様
︵
京
都
府
︶

金
田　

圭
一　

様
︵
千
葉
県
︶

叶　
　

文
榮　

様
︵
埼
玉
県
︶

叶　
　

幸
夫　

様
︵
東
京
都
︶

鎌
田　

直
純　

様
︵
東
京
都
︶

河
野　

照
久　

様
︵
大
阪
府
︶

近
藤　

大
典　

様
︵
大
阪
府
︶

佐
々
木
勝
正　

様
︵
千
葉
県
︶

清
水　

孝
兼　

様
︵
新
潟
県
︶

末
広　

和
美　

様
︵
兵
庫
県
︶

谷　
　

正
之　

様
︵
松
山
市
︶

佃　
　

克
彦　

様
︵
愛
知
県
︶

辻
川　

和
人　

様
︵
千
葉
県
︶

戸
林　

美
紀　

様
︵
埼
玉
県
︶

永
井　

広
志　

様
︵
東
京
都
︶

長
野　

高
志　

様
︵
千
葉
県
︶

成
田　

健
一　

様
︵
兵
庫
県
︶

西
岡　
　

茂　

様
︵
東
京
都
︶

西
岡　

正
雄　

様
︵
神
奈
川
県
︶

西
田　

和
典　

様
︵
東
京
都
︶

兵
頭　

弘
一　

様
︵
東
京
都
︶

平
林　

悟
士　

様
︵
東
京
都
︶

古
高　

俊
明　

様
︵
大
阪
府
︶

松
岡　

直
樹　

様
︵
岡
山
県
︶

三
浦
治
三
郎　

様
︵
大
阪
府
︶

水
代　

秀
志　

様
︵
松
山
市
︶

水
沼　
　

一　

様
︵
東
京
都
︶

美
山　

泰
隆　

様
︵
福
岡
県
︶

森
下　
　

剛　

様
︵
神
奈
川
県
︶

山
下　
　

晋　

様
︵
神
奈
川
県
︶

山
本
イ
ヅ
ヱ　

様
︵
大
分
県
︶

行
武　
　

豊　

様
︵
大
阪
府
︶

横
山　
　

聖　

様
︵
大
阪
府
︶

和
氣　

勝
人　

様
︵
大
阪
府
︶

ふ
る
さ
と
納
税
の
基
金
へ
の
寄
附
者

城
戸　

俊
明　

様
︵
大
洲
市
︶

匿
名
で
の
ご
寄
附　

79
人

︵
50
音
順
・
12
月
31
日
現
在
︶

　

本
市
で
は
、
引
き
続
き
ふ
る
さ
と
納

税
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.ozu.ehim

e.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
係

☎
㉔
１
７
１
７

ふるさと納税にご協力いただきありがとうございました
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八
多
喜
祇
園
ま
つ
り

　

１
年
間
の
縁
起
・
悪
病
除
・
牛
馬
守

護
な
ど
の
災
難
除
祈
願
を
行
う
「
祇
園

ま
つ
り
」
が
、
祇
園
神
社
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
期
間
中
は
、
名
物
の
祇
園
お
こ

し
販
売
や
藤
縄
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

【
期　

間
】
２
月
19
日
㈭
～
22
日
㈰

※ 

藤
縄
神
楽
・
も
ち
ま
き
は
最
終
日

【
場　

所
】祇
園
神
社︵
大
洲
市
八
多
喜
︶

【
内　

容
】

藤
縄
神
楽
、も
ち
ま
き
、露
店
販
売
︵
祇

園
お
こ
し
・
う
ど
ん
・
縁
起
笹　

ほ
か
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会　

☎
㉔
２
６
６
４

　広告代理店募集のお知らせ
　大洲市では、市の各種広告媒体に有料広告を掲載
しています。平成２7年度も下記のとおり、広告代理
店を募集します。広告には掲載できない内容や表現
がありますので、詳しくは担当課にお問い合わせく
ださい。

【募集期間】 ２ 月 ２ 日㈪～２7日㈮
【広告種類】窓口用封筒
【封筒規格・数量】
Ａ 5 サイズ・Ａ ４ サイズ対応封筒各約 ２ 万枚、また
はＡ ４ サイズ対応封筒約 ４ 万枚
【募集内容】
上記封筒を製作および無償提供が可能な広告代理店
1 社

※ 広告主募集は広告代理店が行ってください。使用
期間は、平成２7年 9 月から平成２₈年 ₈ 月までの1年
間です。

【問い合わせ先】
市民課　☎２４－２111（内線11₈）

広告掲載スペース 広告掲載スペース

広告掲載スペース

掲載位置について
　広告は、封筒の表面積および裏面積の
それぞれ35％未満とします。

裏 表

ふた無しの場合、表裏

　

愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体

　

大
洲
市
開
催
競
技
の
日
程
決
定�

　

昨
年
12
月
11
日
㈭
に
開
催
さ
れ
た
、

㈶
日
本
体
育
協
会
国
体
委
員
会
に
お
い

て
、
え
ひ
め
国
体
競
技
別
日
程
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

え
ひ
め
国
体
の
会
期
お
よ
び
大
洲
市

で
開
催
す
る
３
競
技
の
日
程
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

え
ひ
め
国
体
会
期

平
成
29
年
９
月
30
日
㈯
～

10
月
10
日
㈫

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

【
日　

程
】

平
成
29
年
10
月
１
日
㈰
～
２
日
㈪

【
場　

所
】

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
野
球
場

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

【
日　

程
】

平
成
29
年
10
月
１
日
㈰
～
４
日
㈬

【
場　

所
】

鹿
野
川
湖
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

【
日　

程
】

平
成
29
年
10
月
６
日
㈮
～
７
日
㈯

【
場　

所
】

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
体
準
備
課　

☎
�
９
９
９
５
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　一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請書【指名願い】について
　大洲市が発注する「建設工事」、「測量・建設コンサルタント等業務」および「物品の製造・販売および役
務の提供等」の競争入札などに参加するには事前の申請が必要です。
　平成２7・２₈年度において、競争入札などに参加を希望する人は、次の要領で申請書を提出してください。

【申請の期間】　 ２ 月 1 日㈰～２₈日㈯（市の休日を除く執務時間中）

【申請の方法】　市内業者・・・ 持参または郵送（当日消印有効） 
　　　　　　　市外業者・・・ 郵送（当日消印有効）

【注意事項】
　▽ 　大洲市内に本店または営業所を有する法人または個人で、下水道法第２２条の資格を有し、下水道工事

の競争入札に参加を希望する者は、 3 月31日㈫までに下水道課へ届け出てください。
　▽　申請書提出後書類内容に変更が生じた場合は、直ちに総務課まで届け出てください。
　▽　申請は、すべて総務課契約係で受け付けいたします。
　▽　申請の期間以外での受け付けは、行いませんのでご注意ください。

　社会保険等未加入業者は大洲市の建設工事の入札に参加できなくなります

　平成２7年度から、社会保険など（健康保険・厚生年金保険および雇用保険）に加入していない建設業者（適
用除外事業者を除く）は、大洲市の建設工事を請け負うことができなくなります。未加入事業者は、早めに
加入手続きをしましょう。　

　入札参加資格要件に「市県民税の特別徴収実施」が追加されています

　大洲市に市県民税の納付義務のある従業員を雇用している場合、当該市県民税の特別徴収を行っているこ
とが必要です。

　測量・建設コンサルタント等業務の電子入札利用者登録申請受け付けを開始します

　平成２7年 ４ 月から測量・建設コンサルタント等業務の電子入札を行いますので、利用者登録申請も併せて
行うことをおすすめします。また、建設工事の利用者登録申請も引き続き受け付けておりますので、早めに
手続きをしてください。（２,000万円以上の工事は平成２7年 ４ 月から、130万円を超え２,000万円未満の工事は平
成２₈年 ４ 月から、原則、紙での入札を受け付けません。）

　一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請書【指名願い】の受け付けについての詳細および
申請書などの様式は、市公式ホームページhttp://www.city.ozu.ehime.jp/《しごとの情報→入札・
契約→入札参加資格》をご覧ください。

【提出・問い合わせ先】
　　〒795－₈601　大洲市大洲690－ 1
　　総務課契約係　☎２４－17２5
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　市県民税・国民健康保険税の申告をお忘れなく
【申告期間】

２ 月16日㈪～ 3 月16日㈪　午前 9 時～午後 ４ 時　　※土日は除きます。

【申告会場】
▽本　　庁　別館 3 階第 ２ 会議室 ▽長浜支所　 1 階地域振興課内
▽肱川支所　 ２ 階地域振興課内 ▽河辺支所　 3 階第 3 ･第 ４ 会議室

【申告の必要な人】
　平成２7年 1 月 1 日現在、大洲市に住所がある次の人が対象です。
▽ 平成２6年中に、営業・農業・不動産・生命保険などの満期金・個人年金・配当金などの収入があった人
▽給与所得者で次に該当する人
 ・パートやアルバイト、平成２6年中に退職した人で、年末調整をしていない人
 ・給与以外の所得があった人

【申告の必要がない人】
▽ 税務署に所得税の確定申告書を提出する人
▽ 給与所得のみで、勤務先から給与支払報告書が市役所に提出されている人

【申告に必要なもの】
①印鑑　　② 給与・年金収入のある人は源泉徴収票
③ 収入や経費の算出に必要な帳簿・明細書・領収書など
④ 社会保険料控除のある人は、国民健康保険税、介護保険料、国民年金などの領収書または控除証明書
⑤ 生命保険料控除、地震保険料控除のある人は、支払保険料の証明書
⑥ 医療費控除を受ける人は、医療費の領収書、高額療養費・保険金などで補てんされた金額の分かるものなど
※ ③～⑥の各種領収書などは、平成２6年中に支払ったものに限ります。

【お願い】
▽ 医療費控除を受ける人や、営業・農業・不動産などの収入があり収支計算が必要な人は、事前に合計額を

計算のうえお越しください。
▽ 申告がないと、課税・所得証明書の発行や、国民健康保険税の軽減措置を適用することができない場合が

あります。
▽ 税務署から確定申告の案内があった人、また、所得税の還付を受ける人は、必ず税務署で申告してください。

所得税・消費税・贈与税の確定申告は、正しくお早めに
　平成２6年分所得税および復興特別所得税の確定申告期間は、 ２ 月16日㈪から 3 月16日㈪まで、贈与税は、
２ 月 ２ 日㈪から 3 月16日㈪までです。
　なお、個人事業者の消費税（地方消費税を含む）の申告期限は、 3 月31日㈫までです。
※  税務署の閉庁日（土・日・祝日など）は、大洲税務署での相談および申告書の受け付けは行いません。

消費税および地方消費税の確定申告について
　消費税（地方消費税を含む）の税率は、平成２6年 ４ 月 1 日から ₈ ％に引上げられました。平成２6年分の消
費税および地方消費税の確定申告書は、課税取引を旧税率（ 5 ％）が適用されたものと、新税率（ ₈ ％）が
適用されたものに区分した帳簿などに基づき作成する必要があります。

インターネットで申告書作成を
　パソコンをお持ちの人は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で確定申告書などが作成でき、
自動計算機能により記載漏れや計算誤りを防ぐことができます。
　作成した申告書は、ｅ－Ｔａｘを利用して提出することができます。
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平成27年度分市県民税申告相談日程表
○印の日は、職員を増員しています。
地区の指定日または○印の日に、できるだけお越しください。

【本庁管内】

【長浜支所管内】

地　　区 期　　日 受付時間 会　　場

大 川   ２ 月２3日㈪ 午前 9 時～午後 3 時 大 川 連 絡 所

菅 田   ２ 月２４日㈫

午前 9 時～午後 ４ 時

菅 田 連 絡 所

三 善 ・ 八 多 喜   ２ 月２5日㈬ 八 多 喜 連 絡 所

新 谷   3 月 5 日㈭ 新 谷 連 絡 所

柳 沢   3 月 6 日㈮ 午前 9 時～午後 3 時 柳 沢 連 絡 所

平 野   3 月 9 日㈪ 午前 9 時～午後 ４ 時 平 野 連 絡 所

上 須 戒   3 月10日㈫ 午前 9 時～午後 3 時 上 須 戒 連 絡 所

地　　区 期　　日 受付時間 会　　場

白 滝・ 柴・ 戒 川   ２ 月２6日㈭

午前 9 時～午後 ４ 時

白 滝 公 民 館

大 和 ・ 豊 茂   ２ 月２7日㈮ 大 和 公 民 館

櫛 生 ・ 出 海   3 月 ２ 日㈪ 櫛生福祉センター

長浜・沖浦・喜多灘 ○
3 月 3 日㈫

　　～ ４ 日㈬ 長 浜 体 育 館

※長浜体育館で申告相談を行う日は、長浜支所では申告相談ができません。

【肱川支所管内】

【河辺支所管内】

地　　区 期　　日 受付時間 会　　場

全 域 ○
２ 月1₈日㈬

　　～２0日㈮ 午前 9 時～午後 ４ 時 肱 川 支 所

地　　区 期　　日 受付時間 会　　場

全 域 ○ ２ 月17日㈫ 午前 9 時～午後 ４ 時 河 辺 支 所

※申告相談会場が、肱川支所 3 階第 ２ 会議室に変更となります。

※ ２ 月２0・２7日、 3 月 ４ ・11日は、申告相談ができません。

【問い合わせ先】
税務課市民税係　☎２４－1711　　　長浜支所　　☎5２－1197
肱川支所　　　　☎3４－２3２４　　　河辺支所　　☎39－２11２

振替納税をご利用ください
　振替納税を利用すると、指定預貯
金口座から、振替日に自動的に納税
が行われます。
　納税のために金融機関や税務署に
出向く必要がなく、大変便利で確実
な納付方法です。
　振替納税の申し込みは、「預貯金口
座振替依頼書兼納付書送付依頼書」
に必要事項を記入のうえ、申告期限
までに税務署または金融機関に提出
してください。

【振替日】
▽所得税および復興特別所得税
　 ４ 月２0日㈪
▽  消費税および地方消費税（個人事

業者）
　 ４ 月２3日㈭

贈与税の申告の作成も「確定
申告書等作成コーナー」で便
利
　贈与税の申告も、「確定申告書等作
成コーナー」で申告書を作成し、ｅ
－Ｔａｘによりデータ送信か書面に
より提出することができます。
　贈与税の申告・納税は、 3 月16日
㈪までです。

復興特別所得税の記載漏れに
ご注意ください
　平成２5年分から４9年分まで、復興
特別所得税（原則として各年分の所
得税額の２.1％）を所得税と併せて申
告・納付することになっています。
　所得税および復興特別所得税の確
定申告書の作成にあたっては、「復興
特別所得税額」欄の記載漏れのない
ようご注意ください。
※ 還付申告の人も含め、申告される

全ての人について、「復興特別所得
税額」欄の記載が必要です。

【問い合わせ先】
大洲税務署　☎２４－3115
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　消防車や救急車を呼ぶ時には、場所の特定や災
害の状況を把握することが重要です。どこの場所
で、どのような災害や事故が起きているかなどを
正確に伝える事が大切です。
　また、最近では、携帯電話からの119番通報が
増えています。携帯電話での通報は、場所の特定
に時間がかかる場合があります。
　現場に消防車両が早く到着するために、通報を
する時には、次のことに気をつけてください。
▽落ち着いて119番通報をする。
▽ 現場付近の、目標となる建物や住宅などをはっ

きりと伝える。
▽ 火災は、何が燃えているか、負傷者や逃げ遅れ

た人はいないかを伝える。
▽ 救急は、年齢や性別、症状などをなるべく詳し

く伝える。
▽ 救助は、どのような事故で負傷者がどれくらい

いるかを伝える。
▽通報者の名前と電話番号を伝える。
※ 音声での119番通報が困難な場合には、ＦＡＸ

での119番通報もできます。

　農林水産省では、 ２ 月 1 日現在で「２015年農
林業センサス」を実施します。
　農林業センサスは、農林業の実態を明らかに
し、国や都道府県、市区町村はもちろん、各方
面にわたり広く利用できる総合的な統計資料を
得るための調査です。
　全国の農家や林家をはじめ、すべての農林業
関係者を対象に行われる「農林業の国勢調査」
ともいうべきものです。
　調査票に記入された事項については、統計以
外の目的には使用されませんので、みなさんの
自宅や会社などに、調査員が調査にうかがいま
したら、ご協力をお願いします。

【問い合わせ先】
情報管理課情報統計係
☎２４－２111（内線375）

　正しい１１９番通報を　2015年農林業センサスにご協力ください

　
～
夢
を
か
た
ち
に
～

　

第
20
回　

春
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案
内

　

日
ご
ろ
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】　

３
月
７
日
㈯

▽
開　

場　

午
後
１
時

▽
開　

演　

午
後
１
時
30
分

【
場　

所
】　

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
内　

容
】　

合
唱
・
フ
ル
ー
ト
独
奏
・

軽
音
楽
・
み
ん
な
で
歌
お
う

【
出　

演
】

内
子
町
並
エ
コ
ー
、
大
洲
高
校
コ
ー
ラ

ス
部
、
お
お
ず
オ
ー
ル
ド
バ
ン
ド
、
畠

山
夏な
つ

子こ

、
渡
邊
智と
も

子こ

、
ボ
ー
イ
ズ
ふ
じ

か
げ
、
大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス

【
後　

援
】

大
洲
市
、
大
洲
市
教
育
委
員
会
、
大
洲

市
文
化
協
会
、
大
洲
市
音
楽
協
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス
事
務
局

☎
㉔
４
２
７
８

　
第
３
回　

ご
当
地
グ
ル
メ
甲
子
園
２
０
１
５
in
八
幡
浜

　

県
の
ご
当
地
グ
ル
メ
推
進
事
業
の
一

環
で
、
県
内
外
の
高
校
生
が
、
地
元
食

材
を
用
い
て
開
発
し
た
料
理
や
ス
イ
ー

ツ
を
対
面
販
売
し
ま
す
。
地
域
お
こ
し

や
職
業
選
択
に
つ
な
が
る
「
食
育
と
職

育
」
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

３
回
目
と
な
る
今
年
は
、
八
幡
浜
産

業
ま
つ
り
と
共
催
で
行
い
、
入
場
は
無

料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
２
月
11
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場　

所
】

道
の
駅
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
八
幡
浜 

み
な
っ
と　

緑
地
公
園

【
問
い
合
わ
せ
先
】

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ｅ
ワ
ー
ク
愛
媛

☎
０
８
９
７
︵
４
７
︶
４
３
０
７

℻
０
８
９
７
︵
４
０
︶
６
６
４
８
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　平成25年度大洲市水道事業会計の決算状況　～厳しい経営が続いています～
　水道事業は、水道料金を主な収入源として、独立
採算を原則とする企業会計により経営しています。
平成２5年度水道事業会計の決算概要をお知らせします。

【収益的収支】（水道水を各家庭に届けるための収支）
　本市の水道事業における営業収益は、給水人口の
減少や節水意識の高まりなどから使用水量が年々減
少していて、前年度に比べ２,₈₈２,106円、0.４％減少し
ました。営業費用は、資産減耗費（固定資産の除却費）
が増加したことなどにより、前年度に比べ10,10２,0４7
円、1.7％の増加となり、結果として35,316,093円の
赤字決算となりました。

【資本的収支】（水道施設を建設改良するための収支）
　資本的収支では、建設改良事業を実施しました。
老朽化した水道管や施設の更新事業が主なものです
が、ほかには県道の改良工事や公共下水道の整備に
伴う水道管の布設替え工事を行いました。
　これらの財源は、企業債や国・県の移転補償金、

損益勘定留保資金などです。

【これまでに実施してきた行財政改革の取り組み】
　市町村合併以来、経費節減などの経営改善に取り
組んでいます。
▽職員数を見直し、人件費を削減
▽隔月検針の実施による委託料等を削減
▽ 5 ％以上の企業債を繰上償還し、低利の企業債に

借り換え利子負担を大幅に軽減
▽下水道料金の事務受託収入の確保
　このように行財政改革を進め、懸命に経営改善に
努めていますが、水道管や施設の老朽化による修繕
工事などに費用がかさむなど、結果的には赤字決算
となりました。
　今後もさらに厳しい経営が見込まれるため、引き
続き経費節減に取り組むとともに、将来にわたる安
定給水を確保するための料金改定を行ってまいりま
すので、水道事業に対するみなさんのご理解をお願
いします。

水道事業会計 （単位：千円、消費税抜き）
項　　　　目 金　額 主な内容など（左の金額とは一致しません）

収
　
益
　
的
　
収
　
支

事業収益 695,73２ 水道の経営活動により生じる収入
営業収益 6₈3,0₈４ 水道料金　673,701
営業外収益 1２,6４₈ 一般会計からの補助金　1２,101
特別利益 0

事業費用 731,0４₈ 水道の経営活動に要する費用

営業費用 610,5２0 水道水を作り、届ける費用　２₈9,561
減価償却費、資産減耗費　3２0,959

営業外費用 117,305 企業債利息など　100,２61
特別損失 3,２２3 過年度損益修正損

当年度純損失 35,316 当年度の収益と費用の差
前年度繰越利益剰余金 0 前年度からの繰越剰余金
当年度未処理欠損金 35,316 翌年度に繰り越す欠損金

項　　　　目 金　額 主な内容など

資
　
本
　
的
　
収
　
支

資本的収入 3２1,２5２ 資産形成に充てる収入（前年度支出財源への充当額を除く）
負担金 ４,1４0 工事負担金（消火栓設置など）
補助金 ₈6,101 一般会計からの補助金
企業債 16２,900 Ｈ２5年度事業分（前年度支出財源への充当額500万円を除く）
固定資産売却代金 0 公共事業に伴う土地売却代金
補償金 6₈,111 国・県補償金など

資本的支出 65４,₈17 資産形成に要する支出
建設改良費 366,４95 水道管や施設の新設、布設替工事などの費用
企業債償還金 ２₈₈,3２２ 企業債償還元金　

収支の不足額 333,565
資本的収入が資本的支出に不足する額

（この収支の不足額については、損益勘定留保資金な
どで補てんしました）

（単位：千円、消費税込み）

広報大洲 ２月号23

Information



無料法律相談
時　 ２ 月19日㈭
　　午後 ２ 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎２４－４111

年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　 ２ 月 5 日㈭ ･ 17日㈫ ･ ２5日㈬
　　午前10時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 ２ 月1２日㈭
　　午前10時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎0₈9 ︵9２5︶ 5105

人権相談
大洲地域
時　 ２ 月２3日㈪　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
時　 ２ 月16日㈪　午前10時～正午
場　平公民館
長浜地域
時　 ２ 月２0日㈮　午後 1 時～ 3 時
場　長浜体育館
河辺地域
時　 ２ 月10日㈫　午前10時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570（003）110
　　市役所人権啓発課
　　☎２４－17４6

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 ２ 月２0日㈮　午前 9 時～正午
場　市役所 3 階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎２４－17２４
長浜地域
時　 ２ 月２7日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎5２－1111
肱川地域
時　 ２ 月 5 日㈭
　　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　肱川支所　☎3４－２3２0
河辺地域
時　 ２ 月10日㈫　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－２11２

不動産無料相談
時　 ２ 月16日㈪
　　午前10時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎２5－17４7

　

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
で
は
、「
我
が
家

の
ア
イ
ド
ル
ペ
ッ
ト
写
真
展
」
お
よ
び

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
展
示
期
間
】

２
月
４
日
㈬
～
３
月
１
日
㈰

【
場　

所
】

お
お
ず
赤
煉
瓦
館　

本
館
２
階

交
流
会

　

か
わ
い
い
ペ
ッ
ト
写
真
に
囲
ま
れ
な

が
ら
、
楽
し
い
ペ
ッ
ト
ト
ー
ク
を
行
い

ま
す
。︵
ペ
ッ
ト
同
伴
可
︶

【
日　

時
】
２
月
15
日
㈰

午
後
１
時
～

【
問
い
合
わ
せ
先
】

お
お
ず
赤
煉
瓦
館　

☎
㉔
１
２
８
１

　

松
山
東
高
等
学
校
は
、
通
信
制
課
程

の
あ
る
県
内
唯
一
の
公
立
高
等
学
校
で

す
。
前
期
︵
４
月
︶
の
入
学
生
徒
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
入
学
資
格
】

▽
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
人

▽ 

平
成
27
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
見

込
み
の
人
、
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

前
期
課
程
修
了
見
込
み
の
人

▽ 

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
人

▽  

高
校
に
在
学
中
ま
た
は
中
途
退
学
し

た
人

【
出
願
期
間
】

▽
新
入
学

　

２
月
３
日
㈫
～
４
月
３
日
㈮

▽
編
入
学

　

２
月
３
日
㈫
～
３
月
19
日
㈭

▽
転
入
学

　

２
月
３
日
㈫
～
３
月
20
日
㈮

※
願
書
配
布
は
本
人
の
み

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

☎
０
８
９
︵
９
４
５
︶
０
１
３
１

http://m
atsuyam

ahigashi-h.
esnet.ed.jp/

　

四
国
地
方
の
自
立
的
・
持
続
的
な
発

展
に
は
、
圏
域
内
に
お
け
る
高
速
交
通

体
系
の
整
備
と
と
も
に
、
他
圏
域
や
大

都
市
圏
と
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
が
不
可
欠
で
す
。

　

四
国
の
未
来
の
た
め
に
、
あ
な
た
も

「
四
国
の
新
幹
線
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
日　

時
】
２
月
３
日
㈫

午
後
２
時
～

︵
開
場　

午
後
１
時
～
︶

【
場　

所
】

西
条
市
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

【
講　

師
】
波は

床と
こ　

正ま
さ

敏と
し

先
生

︵
大
阪
産
業
大
学
工
学
部
教
授
︶

【
演　

題
】

「
四
国
へ
の
新
幹
線
導
入
の
意
義
と
課
題
」

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
企
画
振
興
部
交
通
対
策
課

☎
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
２
５
１

℻
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
２
４
９

E-m
ail

：koutsu@
pref.ehim

e.jp

　

心
配
ご
と
や
不
安
な
こ
と
を
抱
え
て

１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
家
庭
や

職
場
、心
と
体
の
不
調
に
つ
い
て
な
ど
、

臨
床
心
理
士
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。︵
匿
名
・
秘
密
厳
守
︶

【
日　

時
】
３
月
１
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
専
用
電
話
番
号
】

０
８
９
︵
９
５
６
︶
２
３
２
０

０
８
９
︵
９
５
６
︶
２
３
３
０

※ 

当
日
の
み
通
話
可
能
。
通
話
料
が
か

か
り
ま
す

【
主　

催
】

▽
愛
媛
県
臨
床
心
理
士
会

▽
日
本
臨
床
心
理
士
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
四
国
の
新
幹
線

実
現
を
目
指
し
て
」
の
お
知
ら
せ

　

�「
こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相

談
」
の
お
知
ら
せ

　
�「

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
ペ
ッ
ト

写
真
展
」・
交
流
会
に
つ
い
て

　

�

前
期（
４
月
）入
学
生
徒
募
集

　
～
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程
～
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大洲市立図書館	 　☎ 59ー4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39ー2111

図書館

２月展示
一般：チョコのようにあま～い本
　 2月14日は、バレンタインデーです。日本では、
女性から男性にチョコレートを贈り愛の告白をする
習わしとなっていますが、世界では愛や感謝の気持
ちを伝える日でもあります。そんなバレンタインデ
ーの日にちなみ、図書館ではチョコレートの作り方
や心温まる恋愛小説の本の展示と貸し出しを行いま
す。本を読んで、身近な人に普段言えない気持ちを
伝えてみてください。

児童：�しずかなおはなし
　寒い冬の夜、暖かなストーブの前やおやすみ前の
布団の中で「しずかなおはなし」を読んでみません
か。本の中では、しずかな風景や心情であったり、
さまざまな「しずかさ」を感じることができます。
図書館では、しずかさを感じるおはなしやおやすみ
前にピッタリの絵本の展示と貸し出しを行います。
そっと耳をすまして、そっとページをめくってみて
ください。

《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

　図書館の雑誌コーナーを活用し、民間事業者など
の情報発信の場を提供するとともに、図書館サービ
スを充実させるため、昨年 ４ 月から「雑誌スポンサ
ー制度」を取り入れ、随時募集しています。
　現在は、 ４ 事業所からご協力いただき、雑誌 5 誌
を配架しています。雑誌は、図書館の中でも回転率
が高く、多くの人が利用しますので広告媒体として
も有効です。

「雑誌スポンサー制度」とは
雑誌そのものをご寄贈いただくのではなく、雑
誌の購入代金を負担していただくかわりに、雑
誌の最新号カバーにスポンサー名称・広告を表
示して雑誌コーナーに配架する制度です。

【対　象　者】企業、商店などの民間事業者や各種団体
　　　　　　（個人は対象外）
【対象雑誌】図書館が作成した「雑誌リスト」の中
　　　　　　から選定
【広告方法】提供雑誌の最新号カバー表

おもて

面
めん

にスポン
　　　　　　サー名称を表示し、裏面に広告チラシ
　　　　　　を 1 枚添付可能
【期　　間】原則 1 年間とし、年度単位で更新します。
　　　　　　（解約の意思表示がない場合は自動更新）
【問い合わせ先】大洲市立図書館　☎59－４111

雑誌のスポンサーを募集しています

特別整理期間のお知らせ
　特別整理期間のため、毎週月曜日・月末図書整理日（２₈日）以外にも、図書館を休館させていただく日が
あります。館ごとに休館日が異なりますので、ご注意ください。詳しい休館日は、カレンダーでご確認くだ
さい。
※大洲館は、 3 月 3 日㈫～ ₈ 日㈰に実施します。　　※長浜館は、 ２ 月19日㈭～２２日㈰に実施します。
※肱川館は、 ２ 月２5日㈬～２7日㈮に実施します。　　※河辺館は、 ２ 月 3 日㈫～ 5 日㈭に実施します。

　特別整理期間って何
　図書館では、所蔵している約17万 3 千件の資料が今どうなっているかを、コンピューターで管理しています。
みなさんも「図書館で探している本があるはずなのに見つからない」という経験をしたことがあると思います。
　その整理のために、図書館が所蔵している資料（本・雑誌・ＡＶ資料など）の点検作業を行う期間を、特
別整理期間と言います。市民のみなさんの貴重な財産であるこれらの資料がなくなっていないか、実際に資
料のある場所とデータが一致しているかなどを、 1 件ずつ全て点検します。
　特別整理期間は、市民のみなさんが、図書館をより快適に利用していただくためには欠かせない期間です。
　期間中、みなさんには大変ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

■＝ ２ 月の休館日 〈開館時間　午前 9時30分～午後 6時〉

※ ２ /19～２２ 特別整理期間 ※ ２ /２5～ ２ /２7　特別整理期間 ※ ２ / 3 ～ ２ /5　特別整理期間

【大洲】 【長浜】 【肱川】 【河辺】

※休館中の本の返却は、返却ポストをご利用ください。
　ただし、ＣＤ・ＤＶＤは、返却ポストには入れずに、特別整理期間終了後にカウンターへ直接お持ちください。
　（特別整理期間となっていない他の館でも返却できます。）
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
1 日㈰ 大洲ななほしクリニック （東 若 宮） ☎0893（25）7710

8 日㈰ ご と う 小 児 科 （東 大 洲） ☎0893（23）0510

11日㈬ 山 下 小 児 科 （西 予 市） ☎0894（62）6801

15日㈰ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199

22日㈰ さわい小児科医院 （中    村） ☎0893（24）7530

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

２ 月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
3 日㈫

午後 1 時～
1 時30分

大洲市
保健センター

４ か月児健診　　　（２6年 9 月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル10日㈫ 10か月児育児相談（２6年 ４ 月生）

17日㈫ 1 歳 6 か月児健診（２5年 7 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類２４日㈫ 3 歳児健診　　　　（２４年 1 月生）

【対象者】下記検診を今年度一度も受けていない人、またはクーポン券による無料のがん検診を受けてい
　　　　　ない人

【日　時】 ２ 月２7日㈮
▽乳がん検診
　受付時間　午前 9 時30分～11時　午後 1 時～ ２ 時
　対　象　者　４0歳以上の女性
　定　　員　60人
▽子宮頸がん検診
　受付時間　午後 1 時～ 1 時30分
　対　象　者　２0歳以上の女性
　定　　員　₈0人

【場　所】大洲市保健センター

【予約期間】 ２ 月 ２ 日㈪～２6日㈭（土日・祝日を除く）
　　　　　　午前 9 時～午後 5 時　※定員になり次第、締め切ります。

【持参品】クーポン券（該当者のみ）、保険証又は運転免許証（本人確認用）

【申し込み先】大洲市保健センター　☎２3－0310

　今年度の特定健診は、 3 月末日までです。
　受診していない人は、市内の個別健診受託医
療機関に直接申し込み、受診してください。
【費　用】1,500円
【持参品】国民健康保険証・受診券
　　　　　 （受診券のない人は、保健センターに

ご連絡ください）

【日　時】 ２ 月 5 日㈭
　　　　　午後 1 時30分～ 3 時

【場　所】総合福祉センター ２ 階
　　　　　大洲市保健センター　検診室

【演　題】「糖尿病と腎臓病の深い関係！」

【講　師】池田医院長　池田哲
てつ

大
ひろ

先生

女性のためのがん検診（追加検診）のお知らせ

特定健診を受けていない人へ 講演会のお知らせ
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【 8：30～17：30】 夜間帯 【17：30～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます。）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 ₈ 時30分～午後 5 時15分
場　社会福祉課子育て支援室
問　☎２４－２111 ︵内線1₈5 ･ 1₈₈︶
《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 ４ 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎２４－４5₈0

▽	ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 ₈ 時30分～午後 5 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3 階〕　
問　☎２４－1４1４

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 ₈ 時30分～午後 5 時15分
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎２４－7₈30

▽物忘れ相談
時　 ２ 月２5日㈬　午後 1 時30分～ ２ 時30分
場　総合福祉センター 1 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎２４－２111 ︵内線169 ･ 176︶
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 ２ ・ ４ ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ ４ 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1 階
　　社会福祉協議会窓口　☎２3－0313
    （相談室直通）　　　　☎２3－56２9
長浜地域
時　 ２ 月２7日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎5２－119４
肱川地域
時　 ２ 月 5 日㈭　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－２31２
河辺地域
時　 ２ 月10日㈫　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－２510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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　　 大洲旬を愛する会

     代 表　白石　成
しげ

子
こ

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　大洲旬を愛する会は、昭和58年に、「私たちにできる
こと、得意なことで大洲に貢献したい」という思いから、
主婦 7人でスタートしました。結成から30年を超えた現
在は、毎年恒例となったまめいりセット・いもたきセッ
トの販売、子どもたちへの手作りクッキーのプレゼント
を中心に、 5人の会員がふるさとの味・母の味をみなさ
んに届けようと、活動しています。
　手間暇かけた大洲産サトイモに、こだわりの鶏がら
スープを合わせた特製いもたきセットは、ピーク時には
7,000セットもの注文があり、現在も全国から多くの好評
の声をいただいています。また、金のゴマやクワの葉入
りのハート型クッキーを食べた子どもたちからの、「金
のゴマで金賞をもらえる子になる」「ハートのクッキー
を食べて、人をいじめる子にはならない」といったうれ
しい言葉が、活動を続ける原動力となっています。最近
では、よもぎうどんに続いて、クワの葉入りのうどんを
みなさんに食べていただこうと動き始めています。
　旬を愛する会は、多くの人の支えがあって活動を続け
ることができています。日本一の大洲のいもたきを全国
のみなさんに食べてもらうこと、そして子どもたちに手
作りのお菓子を食べてもらうことが、私たちにできる恩
返しだと思っています。
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